
●　４月定例会　　参加　当事者４人　家族６人　支援者４人　計１４人
★総会:別紙　報告、計画のとおり

協議　損保協会助成　リハビリ講習会開催について
開催地:南予地方での開催を検討します
内容:高次脳機能障害者の８２％が家族と同居した生活をしています。

生活の自立度が高まれば、次のステップ（社会参加）を高めるこ
とに繋がります。基本の課題である生活の自立も、もっとしっか
りと支援しなければと思います。次のステップアッブはそこが
キーとなります。そうした内容を検討します。

★定例会に是非参加下さい。皆さんの悩みや情報を会員みんなで共有したいのです。

★グループワーク「愛くぼ®」への参加を募ります
会員みんなの事業です。在宅でおられる方、一歩踏み出しませんか。
見学や問い合わせは、０９０−３１８９−２８０９　毛利

０８９７−５６−７０８３　　一色　まで

★グループワーク「愛くぼ®」への資金助成の道を研究して下さい。
支援ネットワークの必要社会資源として、大変重要な役割の位置にいると思います。
ともしたこの灯りを決して消してはなりません。

●　６月定例会
日時　平成２３年６月１９日（第三日曜）午後１時〜４時
場所　今治市　今治市総合福祉センター　あいらんど今治
内容　家族:近況報告からフリートーキング

当事者:調理実習
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●　５月定例会
日時　平成２３年５月１５日（第３日曜日）午後１時〜４時
会場　愛媛県身体障害者福祉センター（幹事会は 12:30〜）

（松山市道後　ひめぎんホール[県民文化会館]　北）
内容　家族:総会と近況報告からフリートーキング

当事者:松山の街へ出かけようです(別紙ご案内のとおり)

高次脳機能障がい者は、どんなに理解のある人や、家族との間にも、障がい者と健常者と
の見えない(気付かない)壁がある。そのことで脳疲労が蓄積する。当事者同士だと感覚的に
受け入れ、分かり合えるものがあって、心が拓かれる。健常者は身体が疲れるが、高次脳機
能障がい者は脳が疲れる事を忘れないで下さい。私たちは初心に戻り支援活動を行います。
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